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Abstract

From March to April 2025, mass strandings of the sandy-bottom-dwelling heart urchin Lovenia elongata were 

recorded at three sites on the northeastern Noto Peninsula. To clarify spatial differences in stranding density, 

variation in test size, and the factors underlying these patterns, we conducted visual counts of stranded individuals 

and measured test length, width, and height for approximately 50 collected heart urchins at each site. Stranding 

density varied substantially among sites, being highest at Nunoura, followed by Koiji and Jike. Significant 

differences in test size were also detected: individuals from Jike were the largest, those from Nunoura were 

intermediate, and those from Koiji were the smallest. These patterns are likely explained by a combination of 

factors, including differences in pre-mortality growth environments and population density, as well as post-

mortality transport and accumulation processes influenced by coastal geomorphology. Because strong cold waves 

were recorded in the Hokuriku region during the preceding winter, acute cold-induced mass mortality was likely 

the primary trigger of the strandings. This study provides fundamental insights into population structure and post-

mortality transport dynamics, contributing to better understanding of the drivers of spatiotemporal variation in L.

elongata within coastal ecosystems.

ははじじめめにに

海岸には多種多様な漂着物が流れつき、古くから人々の関心を集めてきた（舎人親王, 720）。近年では、漂

着物の収集はビーチコーミングとして体系化され、海岸環境の記録、漂着物の分類、素材利用のための採取

などを目的として実施されている（林, 2024）。また、漂着物の量や種類の変化は、海洋ごみの動向や生態系の

状況を把握するための指標として扱われる場合がある（BOTTERELL et al., 2025）。さらに、回収された漂着物は

教育活動や環境保全に関連する資料として整理されることもあり（小島ら, 2017; 岡本・小林, 2022）、ビーチコ

ーミングは海岸利用の一形態として位置づけられている。

海岸に到達する漂着物は自然物と人工物の双方から構成され、底生生物の遺骸や殻も含まれる（林, 2024）。

砂浜や浅海域に面した海岸では、環境変動に伴い底質中の生物が打ち上げられることが確認されており

（GARCÍA-DE-LOMAS et al., 2019）、これらの観察や記録は底生生物の漂着や分布特性を把握するための基礎

資料となる。また、こうした海岸域での調査は、分類群ごとの漂着特性や大量漂着の発生過程を明らかにする

研究の礎となる。

ウニ類は、底質表面に生息する正形類と、底質中に潜って生息する不正形類に大別される（田中ら, 2019）。

石川県では前者が 16 種、後者が 17 種報告されている（幸塚ら, 2020; KOHTSUKA et al., 2024）。これらウニ類

は、漂着した個体や殻がしばしばビーチコーミングの対象となる。不正形類の一種であるヒラタブンブク

Lovenia elongata は、インド・太平洋の亜熱帯から熱帯域に広く分布し、その範囲はモザンビークからハワイ諸

島、さらに日本からオーストラリア北部にまで及ぶとされる（ROWE & GATES, 1995; LEE & LEE, 2023）。国内では、

房総半島あるいは山形県以南の地域に分布すると報告されている（重井, 2000; 鈴木, 1979）。本種は浅瀬で

普通に見られるにも関わらず、その生態に関する知見は少ない（PEARSE, 1969; FERBER & LAWRENCE, 1976;

SAITOH & KANAZAWA, 2019; SAITOH, 2022）。

本研究では、2025 年 3–4 月に能登半島北東部の 3 地点（Fig. 1）で観察されたヒラタブンブクの大量漂着を

対象に、地点間での漂着密度や殻サイズの差異、そして漂着パターンに寄与する要因について検討した。こ
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の調査は、冬季寒波に伴う大量死後の漂着過程や地域個体群構造の理解を深め、ヒラタブンブクを含む沿岸

生態系の変動メカニズムを解明するための基礎情報を提供する。

材材料料とと方方法法

2025 年 3 月 22 日、石川県鳳珠郡能登町布浦の

海岸（Fig. 1, 2A；37°20'37.4"N 137°15'15.4"E）にお

いてブンブク類の大量漂着を確認した。ランダムに

50 個体を採集し、現地で殻長（test length）、殻幅

（test width）、殻高（test height）を精度 0.1 mm のデ

ジタルノギスで測定した（Fig. 3）。その後、同年 4 月

9 日に再度同じ砂浜を訪れたところ、引き続きブンブ

ク類が確認されたため、目視により確認可能な個体

を全数計数した。さらに、同年 4 月 10 日に石川県珠

洲 市 三 崎 町 寺 家 （ Fig. 1, 2B ； 37°29'39.1"N 

137°20'37.6"E）、4 月 12 日に能登町恋路（Fig. 1, 

2C；37°22'16.2"N 137°14'24.2"E）においてもブンブ

ク類の大規模漂着を確認した。これら 2 地点におい

ても、目視により確認可能な個体を全数計数した。

また、両地点からそれぞれランダムに約 50 個体を採

集して広島大学に持ち帰り、殻長、殻幅、殻高を精

度 0.1 mm のデジタルノギスで測定した。計測した個

体の一部は、のと海洋ふれあいセンターに登録・収

蔵された。

Figure 1. Locations where a large-scale stranding of 
heart urchin Lovenia elongata were confirmed.

各地点における漂着個体数の空間分布について

は、Google マップの計測機能を用いて漂着範囲の

海岸線長を取得し、地点ごとの密度を算出したうえ

で、海岸形態や向き（方位）との関係を記述的に評

価した。また、計測した各地点の殻長、殻幅、殻高

に対して Kruskal–Wallis 検定を行ない、有意差が確

認された場合は Dunn 検定を実施し Holm 法による

多重比較補正を行なった。統計解析は全て R（バー

ジョン 4.3.2：R Core Team, 2025）を用いて行ない、

stats パッケージ（バージョン 4.5.1：R Core Team & 

contributors worldwide, 2025）の kruskal.test 関数お

よび FSA パッケージ（バージョン 0.10.0：Ogle et al., 

2025）の dunnTest 関数を使用した。

結結果果

布浦、寺家、恋路の 3 地点で漂着したブンブク類

は、いずれも生殖孔が 4 個あり、殻の後端が深く陥

没する形態を示した（Fig. 3）。これらの特徴は重井

（1986）および Clark & Rowe（1971）がヒラタブンブク

L. elongata の識別形質として報告した内容と一致し

た。したがって、本研究で扱ったブンブク類をヒラタ

ブンブクと同定した。布浦において 2,570個体、寺家

で 524個体、恋路で 3,940個体のヒラタブンブクの集

団漂着が確認され、これらの漂着個体数から算出し

た各地点の漂着個体密度には地点間で明瞭な違い

がみられた。漂着個体密度は布浦で最も高く（44.8

個体/m）、恋路（19.5 個体/m）、寺家（1.2 個体/m）の

順であった。各地点とも記録時には殻は白化してお

り、殻内外の生体組織はほとんど残存していなかっ

た。漂着範囲の分布状況としては、布浦では湾奥に

わずかに存在する砂浜区画において漂着個体が高

密度で集中していた（Fig. 2A, a）。寺家では直線的

で開放的な海岸線に沿って漂着個体が広い範囲に

分散して確認された（Fig. 2B, b）。恋路では近接する

弁天島の影響を受けた入り江状の地形に沿って、漂

着個体が帯状に分布していた（Fig. 2C, c）。
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Figure 2. Detailed geographical features of the three locations. A and a represent Nunoura, B and b represent Jike, 
C and c represent Koiji. The arrow (C) indicates Benten-jima.

これら 3 地点はいずれも東向きに面する海岸線で

あったが、漂着個体の空間分布は地点ごとに異なる

特徴を示した。

布浦、寺家、恋路の 3 地点において採集したヒラ

タブンブク裸殻の計測値を Kruskal–Wallis 検定によ

り比較したところ、殻長、殻幅、殻高のいずれも地点

間で有意な差が認められた（p < 0.001）（Fig. 4）。殻

長について Dunn 検定（Holm 補正）を行なったとこ

ろ、布浦の個体群は恋路の個体群より有意に大きく

（p < 0.01）、寺家の個体群は布浦よりさらに大きかっ

た（p < 0.05）。殻幅についても同様の傾向が見られ、

布浦の個体群は恋路の個体群より有意に大きく（p < 

0.01）、寺家の個体群は布浦よりさらに大きかった（p

< 0.05）。一方、殻高では布浦と寺家の個体群が恋

路の個体群より有意に大きかったが（p < 0.01）、布

浦と寺家の間では有意な差は認められなかった（p = 

0.39）。

考考察察

本研究では、能登半島北東部の 3 地点で採集し

たヒラタブンブクの殻サイズと漂着密度が、地理的に

近接した範囲でありながら大きく異なることが明らか

となった。殻サイズは寺家で最大、布浦が中間、恋

路で最も小さく、一方で漂着密度は布浦で最も高く、

恋路、寺家の順で低下した。これらのパターンは、
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Figure. 3. Measurement parts of the heart urchin Lovenia elongata. Dorsal view (left), ventral view (middle), and 
lateral view (right). The enlarged view depicts the four genital pores.

個体の成育環境を反映するサイズ差と、死亡後の漂

着・集積過程を反映する密度差という、異なる要因

が複合的に作用した結果と考えられる。

殻サイズにみられた地点差は、ヒラタブンブクが死

亡以前に生息していた底質環境、餌資源量、流動

条件などの局所環境の違いを反映している可能性

が高い。ウニ類では、生息環境の差異が成長速度

や最終的な殻サイズに影響することが知られている

（ SELLEM et al., 2000; SELLEM & BOUHAOUALA-

ZAHAR, 2021）。特に、布浦と寺家の個体群では殻

高に明瞭な差は認められなかったものの、殻長およ

び殻幅には顕著な相違がみられ、布浦の個体群は

相対的に丸みを帯びた形態を示した一方、寺家の

個体群はより扁平な形状を呈していた。この扁平度

は環境要因、特に餌資源の利用可能性の違いによ

って左右される（HUGHES et al., 2012; SELLEM &

BOUHAOUALA-ZAHAR, 2021）。このことから、各地点

に漂着した個体群が異なる成育場に由来していた

可能性を示唆している。一方で、殻サイズの地点差

は生前の生息環境の違いだけではなく、漂着過程

におけるサイズ選択の影響を受けている可能性も否

定できない。

また、漂着密度の地点差については、海岸線の

形状が強く影響していると考えられる。入り江や湾状

の地形では、波や沿岸流のエネルギーが低下する

ため、漂流物が滞留しやすく、自然に高密度の集積

帯が形成されやすい。逆に、外洋に直接面した直線

的な海岸や波浪の強い海域では、漂着物は流出し

やすく、密度の高い集積は観察されにくい（藤枝・太

田, 2006）。さらに、地形的に集積しやすい場所では、

同じ母集団密度であっても死亡個体の残存量が増

加するため、他地点に比べて漂着密度が高くなる傾

向が強まる。このため、布浦で観察された高密度漂

着は、入り江や浅瀬など漂着物が滞留しやすい海

岸線形状の影響が大きかったと推測される。加えて、

地形による集積効率の違いだけでなく、生前の母集

団密度の地域差が反映されている可能性も考えら

れる。もし布浦周辺の海底において、もともとヒラタブ

ンブクの生息密度が高かった場合、同規模の環境

攪乱が生じたとしても、より多くの個体が死亡し漂着

することになる。ウニ類では、局所個体群密度が環

境要因に応じて大きく変動することが知られており

（WIEKING & KRÖNCKE, 2003; OURÉNS et al., 2013）、

今回の布浦での高密度漂着は、単に集積しやすい

地形であるだけでなく、生前の高密度分布が寄与し

ていた可能性を否定できない。

今回観察された大量漂着については、ヒラタブン

ブクが単年生動物ではない点から（ SAITOH &

KANAZAWA, 2019）、冬季に寿命が一斉に尽きたこと

が原因で生じた漂着とは考えにくい。
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Figure 4. Box plots of test size obtained from each location. The plots represent measured values. A represents test 

length, B represents test width, and C represents test height. * indicates p < 0.05, ** indicates p < 0.01, *** 

indicates p < 0.001.

一方で、調査直前の冬季に北陸地方で 2 度の強い

寒波が観測されていたことを踏まえると（新潟地方気象

台, 2025）、急激な低温ストレスに伴う大量死が漂着の

主要因であった可能性が高い。ウニ類は急激な低温ス

トレスに弱く、寒波や嵐に伴う底層撹乱が大量死を引

き起こすこ とが知られて いる （ TOKIOKA, 1963;

YAMAMORI & KATO, 2021）。また、この大量死は、撹乱

に伴う病原体の増加なども相互作用している可能性が

示唆されている（SALAZAR-FORERO et al., 2022）。ブン

ブク類の漂着はしばしば確認されるが（徳島県立博物

館, 2012）、大量漂着の事例は冬季のヒラタブンブクに

偏って見られる（林, 2022, 2025; はやし, 2023）。このこ

とは、ヒラタブンブクが浅海砂泥域で生じる急激な水温

低下などの環境ストレスに対し、指標種となり得る可能

性を示唆する。本調査で確認された漂着も寒波などの

環境ストレスによって死亡した個体が沿岸流により輸送

され、各地点の海岸線形状に応じて集積した結果であ

ると考えられる。

以上から、今回観察された殻サイズおよび漂着密度

の差異は、（1）生前の成育環境の違い、（2）生前の個

体群密度の違い、（3）死後の漂着・集積プロセスの違

いという複数の要因が重なり合って生じた複合的な現

象と解釈するのが妥当である。今後は底質調査、生息

密度の定量化、海況データの取得に加え、漂着個体

の遺伝解析を行うことで各地点の個体群の由来と構造

をより精密に検証できると期待される。
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